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郷土愛がもたらす「村人」の連帯と対立
ギリシャの山村におけるシロゴス活動の展開史
内山明子
ギリジャの園内移民について調べた Dubischは，都市在住者も村にいる
者も共に同じ村人意識で結ぼれている点に注意L，従来の研究にみられる
都市と地方という区分に対し異議をとなえた0'" このような区分は，人々
が自分達自身のコミュニティーに対してもつ強烈な郷土愛を問題にすると
き，注意を払う必要がある。村など地方のコミュニティーを調査対象にし
ている場合，研究者達は，主に次の観点から郷土愛について言及してきた。
すなわち，人々が郷土愛で結ぼれる背景に他のコミュニティーとの敵対関
係があること，その文脈内では，人々は Banfieldの言う amoral
familism的な対立関係ωを中断させ，強い連帯感を示すこと，そのさい，
自分達や相手のコミュニティーのイメージを歌ゃあだ名など様々な手段を
使って表現することなどである。m 一方，都市に関心をもっ研究者は，村
から出てきた人々がまとまって住み様々な互助活動を行っている点に注目
して，郷土愛の問題を取り扱っている。ω
地方と都市という研究者側の設けた区分は，本来どこに住んでいようと
関係なく郷土愛で結ぼれている人々のまとまりを分解してしまっていると
いえるかもしれない。これを避けるためには，ギリシャ人自身が自分達の
コミュニティーの人間としてどんな人々を想定しているのか，その内部に
どんな区分を設けているのかという emicな視点を導入する必要があろう＠
3今回二一
この点をふまえて，本稿ではギリシャの1山村 Kαλλo均村で展開して
シー’ゴス
きた OUAAOγorとよばれる活動とその歴史に注目したい。シロゴスとは，
人々の郷土愛に訴えて支持を得，いろいろな公共活動を通して郷土愛を具
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体的に表現するボランティ 7遠のグノレーフ．である。都市の移民達によって
つくられたシロゴスについては，いくつか言及がなされているがア地方
に住む人々によってつくられたシロゴスについては，従来ほとんど報告さ
れてこなかった。しかし，様々な所に住む者が，自分達のコミュニティー
のために活動を行うことで相互の連帯感を得る，その表現の場としてシロ
ゴスを取り上げることができるのではないだろうか。ここでは，カロニ村
のVロゴス活動の歴史を，それへの支持や反発といった人々の反応に注目
して分析し，その中で，カロニ人 （Ka）.λOVtWr<l;-）なるものの定義およびそ
の内部での emicな分類が，時代とともにどう変化Lていったかを取り上
げていく予定である。胸
ギリシャの北西部，アルパニ7と国境を接する西マケドニア地方は，ピ
ンドス山脈をはさんで西側に広がるエピルス地方と並ぶギりシャ有数の山
岳地帯である。このあたりは昔から，牧畜と共に遍歴する職人達，とりわ
け石工を中心とする建築職人の故郷として知られてきた。筆者がギリシャ
に留学中， 1987年から89年にかけて毎夏2～3か月滞在して調査を行った
カロニ村もそのような石工村の1つである。m 今日カロニ村は，県庁所在
グレグ.ナ
地である rpe{3eν丘町から車で1時間ほどの道のりで，週3本のパコえでも
つながっているが，戦後しばらくまでは，町まで7時聞かけて歩いていく
ようなところであった。そんな辺部な場所にも関わらず，標高1000メー
ターの山の急斜面に密集Lて建っている約100戸の家は，いずれも 2～3
階建ての立派な建物で教会も広場もよく整備されており，小さな町とでも
いえそうな雰囲気をもっている。
このあたりは，他のギリシャ北部同様1912年までオスマγトルコの支配
下にあり，山賊遥やアノレバニア兵らが頻繁に村を襲っては略奪の限りを尽
くすという状態が長く続いていた。カロニ村もしばしばその被害を受けて
きたが， 19世紀後半から人口が急増L，ギリシャの支配下に移ってから
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は，様々な行政機関の支部が置かれたり週1回市が聞かれるなど地域の中
心として発展， 500人からの人口を抱えるまでにいたる。だが，第二次世界
大戦とそれに続く内戦で村の人口は激減，過疎化の一途をたどった。そし
て今日では，町で生活している旧住民が夏を中心に大量にやってくる典型
的な避暑村となっている。ω
さて，カロニ村はトノレコ支配下時代大幅な自治を認められ，村長を中心
とする自治組織と神父を中心とする教区委員会の2つが村の公共活動を行
う公の機関となっていた。問ギリシャ支配下に入るとその活動に様々な制
限が加えられたが，いずれの組織も基本的に大きな変化を被ることなく今
日まで存続している。山
このような公の機関の他，カロニ村では古くからシロゴ旦が公共活動に
重要な役割を果たしてきた。その主な活動内容は，かつて教区委員会が中
心となって関わっていた，広場や泉といった公共空間の整備や教育の管理
で，とりわけ前者は，村につくられた6つのシロゴスすべてが多かれ少な
かれ手を出している。この他，人々の娯楽や啓蒙をめざす文化的な活動も
行われ， γロゴ3えによってはこちらが主要な活動分野となっている。活動
の基盤となる財源は，会員遠から集めた会費や催し物での収入，および県
からの助成金からなっており，人々の支持を失うと財政難から活動停止に
追い込まれることが多い。次にこれら6つのシロゴ旦に関して簡単に紹介
しておこう（表l参照）。
1904年につくられた村で最初のシロゴスはアメ日カ在住者の手によるも
ので，その当初の目的は，今まで教区委員会が担当していた教師の給与の
支払いを肩代わりすることにあった。川その4年後に村の住人達によっ
てつくられたシロゴスも同じ活動目的を持っていたが， 1914年に学校教育
が政府の管理下に移り教師の給与を支払う必要がなくなったため，いずれ
のシロゴスも公共空間の整備，美化に目的を変更している。 1908年誕生の
シロゴスに関する記録はほとんど無く，詳しいことはわからない。しか
し，時とともにメ yパーのほとんどが女性になっていったため， 1920年女
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表 1. 力口ニ村のシロゴス
年代 名 称 備考
φrλεrara’Sευ口付 αSελ¢6τητα f¥.oυν＇＂τ白ν
1904 《’ArwrN出似αoσ》 アメリカで結成
教育を目的とするルンジ人＊の会「聖ニコラオスJ**
1908 中＇＂＇＂ α<iεU口付 Aliελ¢orητα “ZwolibxoυHηri' 後に下記の会へ
教育を目的とする会「ゾオドフ・ピギJ"' 再結成
1920 
AliεAφ占τητaKuρ4φν “H foolioxor Hηγず’ 1940年頃
女性達町会「ゾオドフ・ピギJ 自然消滅
1926 
日ρoli印口問’Eνωσ<rNiwνKαAAOνk 
同上
カロニの若者達による進歩的連合
1972 
Lu.¥.¥oγoσKαAAOVIWτwν“O’AnoσN1κo.＼αor” 活動中
カロニ人のシロゴス「聖ニコラオス」
E＜σoρα≪oσκα1E宏1μ0ρφwn<orr,r,λ.＼oror I'uναMφν 
1982 KaλAO問cI'ps~sν白ν グレゲェナ県カロニ村田 向上
女性達による村の美化と教養向上をめざすシロゴス
＊村の合名．ギリシャ語名でないので，1926年に法律に基づき，旭の多くの村と共に改名．
H 村町並区教会にささげられた村の守護聖人．一般には船乗りり聖人として知られるが，
このあたりでは旅の守護者。
事事事文字通りには「命を与える泉Jで聖母マリア (naνaria）をまつった教会の名。病いに
よくきく泉がある．
性のシロゴスとして再結成された。このγロゴスは，もともと村の女達が
交代でやっていた墓地や泉，教会などの清掃の順番でもめごとがおきない
ようにするためつくられたのだという。しかし一時期は，泉に東屋風の建
物を建てたり，貧しい家族に小麦粉を支給するといった盛んな活動を行っ
ていた。 1926年につくられた若者のシロゴスは，他のVロゴスと違いかな
り啓蒙色の強い文化活動に重点を置いていた。たとえば図書室を設けたり
成績優秀な生徒を表彰する，村に郵便局や裁判所の支部を誘致する，医師
の回診を求めるといった活動をてがけている。間
戦前につくられたVロゴスは， 1930年代頃から活動が鈍っていき， 40年
代に入るとアメロカ在住者のVロゴスを除き自然、消滅してしまった。しか
し，避暑村化の始まる70年代になると，まずアメリカ在住者のシロゴスが
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活動を再開，村でも 2つのVロゴλが新しく誕生する。 1972年結成のシロ
ゴスは，各地に散らばっているカロニ人の親睦を大きな目的とし，毎冬カ
ロニ人の多い町でダン旦パーティーを開催したりしているが，近年は村の
公共空間の整備が中心となっている。一方1982年につくられた女性のシロ
ゴスは，文化的な活動を重視し，古い民具を集めて博物館をつくったり伝
統食を持ち寄って共食を楽しむ祭を企画する，遠足や講演会を開く，新聞
を発行するなど盛んな活動を行っている。
きて，カロニ人達は他村との対比の中で，「自分達は町風で進歩的だJ
（εiμασT出 πo!.mσμtνOt<αzπρ0015ευTlKOt）と自らをとらえている。まわりの
村が「整えられていない村」 （KouτσOXOJρゐ）なのに対L，カロニ村は昔か
ら，地域の中心となっている他の大きな村同様に教育を重視し，清潔を尊
び.＂＂新しい物を取り入れるのに熱心だった。昔からシロゴ λが盛んなの
もそのせいだ，といって自慢している。彼らは，他村に対するカロニ村の
優位を表す「進歩的」とか「町風」といった価値とγロゴスを結び付けて
とらえているといえる。だがγロゴスに対するこのような態度は，外に対
してのものであり，村内には，シロゴスのめざす村のあり方に対L否定的
な見解をもっ人々も多くいた．次の2章では，カロユ人が自分達自身の内
部に設けている人々の分類に注目し，それとシロゴスをめぐる支持や反発
の動きとの聞にどんな関連が見出されるか，という点から話を進めていし
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戦前までカロニ人を分類する重要な指標は職業で，個々人に対しての
他，家単位α＂でも用いられた。まず， 19世紀末にアメリカ移民が始まる以
前の状態について簡単に述べておこう。
人々の記憶ゃいくつかの資料によれば.＂＂当時のカロニ村は牧畜関係
者（τ~toµ四四ρaiot） と石工達 （µασ付ρot） からなる村であったらしい。その
頃はまだ農業が盛んで，どの家もかなりの食料を自給できたとし、う。その
不足分を補うための基本的な収入源が，牧畜と石工仕事とされてきたの
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だった。牧畜でそれなりの収入を得るにはある程度の数の家畜を持つ必要
ツ.リガス
があるが，村では500頭以上の家畜を持っている者を旬以可制！：＇＂＇とよん
で裕福な家とみなLていた。一方家畜で食べていくあてのない者達は，ほ
とんど全員が10歳前後から父親やおじなどに連れられて石工見習いの生活
に入っていった。石工の多くは，比較的村の近くで短期間の仕事を行うの
が普通であったが，中にはコンスタ Yチノー フ・Jレなど遠くの町に長期間滞
在して稼ぎのいい仕事をしていた者もおり，m ツェリガスと並ぶ裕福な家
とみなされていた。
その他，安定した収入と指導的な地位を得られた者に神父がいる。神父
になるにはそれなりの才能が必要だが，古くは神父は特定の家からのみ出
ていたという。今日どれがそのような家なのか人々の聞に見解のずれがあ
るが， 19世紀始めから今世紀にかけて活躍した6人の神父は， 3つの家か
ら出ていた。
なお，村を構成していた家々はすべて畑を持っていたが， 19世紀末に村
に入ってきた次にあげる2つの家はまったく畑を持たず，また特殊な職業
についていた。 lつは，嫁ぎ先の村から戻ってきた女性の連れ子の聞いた
家で，第二次世界大戦で離村するまで雇われ羊飼をLて食べていた。もう
ギフトス
1つは ru</>ror:と呼ばれた鍛冶屋で，他に祭の時など音楽を演奏して収入
を得ていた。間カロニ村では彼らをカロニ人とみなしているが，他の家々
に比べると特異な位置に置かれていたようである。彼らも第二次世界大戦
中に村を去っているが，今でも祭のさいには演奏しにやってくる。
この状況は，アメリカ移民の開始によって大きく変化した。村で最初に
渡米したのは，そのほとんどが，神父を出していた3つの家や遠隔地で働
いていた裕福な石工遠の家の者で，牧畜で食べていた家からは少なかった。
彼らは資金力があり外の生活に慣れていたこともあって，その多くが早く
から成功する。今世紀に入ると一般の石工達を中心に多数の者がアメリカ
に渡り始め，鉄道工事や鉱山，後には成功者の店などで働くようになった。
中には病気になったり借金を作ったりと悲惨な状態で帰国した者もいた
郷土畳がもたらす「村人jの連帯と対立 93
が，大多数は数年滞在して小金をため，その後は再び石工など昔の仕事に
戻っていった．しかし，一部は10年20年と滞在して村に残した家族に送金
しながらー財産築き，早くから7メロカに渡って成功していた昔から裕福
ア "' ~ :i よ三
だった家々とともに AμερlK/XVOl（アメリカ人〕と呼ばれる新しいカテゴ
ロー を形成する。 1921年以降，移民を制限する法律がいくつも制定され状
況が厳しくなると，アメリカニの中には村の家族を呼び寄せて村を完全に
引き払う者もいたが，多くは20年代半ぼを中心に家族のもとに帰ってきた。
彼らは様々な投資を積極的に行い，村によろず屋や肉屋，コーヒー店を
開いたり＇＂＂小麦の商いを始める，町にアパートを買って家賃を得たり宿
屋を経営する，製粉所をつぐるといった具合だった。中には村の畑を増や
したり家畜を得て人に放牧させたりした者もいたが，そこから大きな利益
を得ることはなかったようである。アメリカニの家の子供達は，他の家の
子供達同様その大半が石工の技を身に付けたが，中には見習いに出る代わ
りに父親に連れられてアメリカに渡る者も結構いた。また子供に教育を与
えて，教師や役人など給料をもらえる職につける親も他の家に比べると
ずっと多かった。
彼らは食料の自給に力を入れず，畑を耕しても，よくて数ヵ月の小麦を
賄えるぐらいの収穫しかなく，中には耕作を放棄したり，親から家を分け
てもらうとき畑をほとんど受け取らなかった者もいた。彼らにとってトウ
モロコシ粉入りのパンは貧乏人の食物で，聞とりわけゆとりのあった者達
は，日曜日ごとに家族全員で着飾って村の中を散歩し肉料理を食べると
いった「町風」な生活を営んでいた。こうしてアメリカニは，経済的に有
利な立場を築いただけでなく，村の公職にも積極的に関わり，戦前に活躍
した神父や村長は皆，当人もしくは家族がアメリカで成功したアメリカニ
であった。
では，アメリカニはVロゴ兄とどんな関わりを持っていたのだろうか。
すでに述べたように村の最初のジロゴスはアメリカ移民の手によるが，こ
の時中心となって動いた3人兄弟の父親は，コ：／＂タ Yチノー フツレで長く
94 
働いていた石工であった。兄弟達は， 19世紀末から約25年アメリカに滞在
し，内l人だけが村に戻って家を継ぎ，息子を神父にしている．一方，女
性および若者の両シロゴ兄でイニγアチヴをとった人物を出した家も，上
に述べた家と同様コンスタンチノーフうレで働いていた石工の家であった。
その息子は，アメリカで神父として働き現地のシロゴスでも活躍していた
が，村では，妻が女性のシロゴスを，そして息子が若者のシロゴスを結成
している。この一家は， 1930年に全員でアテネに移った。
戦前のシロゴスで他にどんな人物が積極的に参加したのか，はっきりし
たことはわからない。だが，わずかに残っている記録にみられるシロゴス
の主要メンバーの名前によると，女性、ンロゴスでは12人中10人，若者のシ
ロゴスでは6人中5人が，当人や夫，もしくは父がアメリカで成功，現地
のVロゴスでも中心的な役割を果たしていた。またその中には，現役の神
父が2人と 6人の村長経験者およびその家族が含まれている。こうしてみ
ると，戦前のジロゴスを支えていた人々は， 7メロカニを中心とする村の
有力者層ということができょう。
アメリカニが村で大きな力をもっていたこの頃，石工や牧畜関係者はど
んな立場に立っていたのであろうか。村の大多数を占めていた石工達は，
1910年代半ばからその主な仕事先を大きく変えていった。すなわちそのこ
ろから夏の農繁期を中心に平野部で仕事をし，村には冬の数ヵ月しか滞在
しない生活が定着するようになったのである。とりわけ20年代後半から
は，タバコ栽培で景気のよかったトラキア地方。”が重要な仕事先となり，
多くの石工が長期にわたっていい収入をあげるようになっていた。こうし
て農作業はもっぱら女の仕事とされ，食料の自給率が低下するが，アメリ
カニとちがって，自給率の高かったトウモロコγを小麦の代用とするなど
して小麦の購入量を減らす努力をしていた。しかし，もう 1つの基本的な
食品である乳製品は，アメリカニ同様そのほとんどを村内や近隣村の牧畜
関係者から購入していた。石工達がシロゴ兄の活動に対Lどんな反応を示
Lていたのか，今となってはうかがいようがない。だが，広い地域をまわ
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り町の生活に触れる機会が多かった上，村の土地にあまり依存せずとも外
部からの収入で食べていけたという点で， VロゴJえを支えていたアメロヵ
ニと近い立場に立っていたといえよう。
それに比べると牧畜関係者の立場は，かなり異なっていた。 1920年代9
戸の家が牧畜で食べていたが，そのうち8戸はかつてのツェリガ旦の家の
子孫である。だが， 500頭ほどの家畜を持っていれば多いほうとされ，経営
規模はどんどん小さくなっていった。さらに30年代も半ばになると 3戸の
家で牧畜を自分の代でやめ，子供達全員に石工の道を歩ませている。彼ら
は牧草地を借りたり，穀物飼料や新しいチーズ作りの機械を買ったりと，
かなりの投資を行わないと食べていけなかったため，生活の基本的な部分
に収入をまわすことを極力控えてきた。彼らは多くの家財を持っているこ
とで人々から裕福な家とみなされたが，その生活は，有力者達の尊ぶ「町
風」な生活とは正反対なものであった。
この，「進歩的で町風」な村を求めていたアメリカニを中心とする人々
と，村の土地に依存し自給を重視する牧畜関係者との聞にあった違いは，
若者のシロゴスが1930年頃に開始した緑化運動をきっかけに，いっきに緊
張の度合いを高めてしまう。この運動は，植林だけにとどまらず居住区周
辺での放牧禁止を強く求めたのだが，その当初からいろいろないやがらせ
や悪い噂が流されて会員が次々と離脱，あっというまに100人近くいた会
員が10数名に滅り，その後シロゴスは活動らしい活動もせず自然、消滅して
しまった。問その後，他のシロゴス活動も下火になり，アメリカニや石工
逮が次々と離村，戦争をはさんで村は大きく変化していくことになる．
m 
カロニ村は，第二次世界大戦時ドイツ軍による焼き打ちだけはまぬがれ
たが，その後の内戦では共産党軍に占領され，多くの村人が政府軍との争
いの中で殺されただけでなく，どちらを支持するかで家族が其っ二つに分
かれるなど悲惨な状況に置かれた。政府軍は， 1948年に村を手中におさめ
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るやいなや，共産党軍への協力者を出さないよう残っていた村人全員を強
制的に立ち退かせ，戦争が終結する50年まで村を完全な無人状態のまま放
置した。間追い出された村人達は，親族同土でまとまって平野部のいくつ
かの町に分散するが，多くの場合，一家の働き手が現地ですでになんらか
の仕事を得ていたところに身を寄せる形て‘あったため，早くから町での生
活基盤を築き上げることができた。そうして，強制立ち退きが解除された
あとも，多くはそのまま町での生活を続け，村に再び戻ってきたのは戦前
の約3分の 1• 150人前後に過ぎなかった。しかし，すっかり荒れはててし
まった村での生活再開はむずかしく，せっかく戻ってきた村人達も次々と
再び平野の町に降り，教師や公務員など村に仕事を持っていた者も， 60年
代から70年代にかけて村の公共機関が次々と閉鎖されるに及んで村を離れ
ていった。こうしてカロニ村出身のアメリカ在住のジャーナリストが1964
年に村を訪れた時，人の住んでいた家は30戸，ほとんどの家が半分こわれ
かけ，道は草に埋もれているような状況だったという。酬
一方村を離れた人々は，テサロニキなどギリシャ北部の町に集まって住
み，その多くは建築関係の仕事や工場に勤めて食べていた。戦前まで子供
に教育を与えた家は限られていたが，戦後になると男女を関わず教育を与
えて教師や医師，公務員などにすることが人々の理想となり，実際多くの
者が大学に進学している。彼らは，一部を除いて村にはほとんど戻らず，
家を荒れるがままにしておいたが， 70年前後から再び村に戻って家を直
L，年金を頼りに村での生活を再開する者が増えていった。そのほとんど
は，町に家を確保したまま夏の問だけ村に滞在しており，町の家を完全に
引き払った者は数えるほどしかいない。彼らのもとには，真夏になると子
供や孫が大勢押し寄せるようになり，村は避暑村としての色合いを深めて
いった。
このような状況下，カロニ人を二分する新しいカテゴリーが生じてきた。
F ピ
すなわち，戦後も村で生活を続けてきた ντ釘＇°＇ （現地人〕と，村に一時的
aι ピスケプヨFス
に滞在する ε~1σ日町ε＇ （訪問者）である。時とともにドピの数は減少かっ
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高齢化しており，筆者が村に初めて入った1987年にドヒ・とみなされた家は
10戸23人，内4戸が牧畜で食ベ，その中のただl戸だけがまだ若く，家族
5人全員で牧畜に従事Lている状態であった。問それに対するェピスケプ
テスの正確な数をはっきりさせることはできないが，ほとんど毎夏やって
くる常連は，住める状態にある102戸の家のうち76戸，約400人に達してい
る。
きて，ドピとエピスケプテスの聞には，戦前アメロカニと牧畜関係者の
聞にあったのと同じ質の対立関係が存在している。避暑にやってくるエピ
スケプテスにとって，村は清潔で静か，古き良きものをよく残してある場
であってほしい。ドピのつくった機能第一のトタン張りの家畜小屋やブタ
小屋からの悪臭，道を汚す家畜の糞をなんとかできないものかと悩む。全
員参加の村会聞が聞かれるたびにこの問題が取り上げられ，さかんなやり
とりが展開される。ドピはそんな文句は無視し，逆にエピスケプテ旦の増
加によって深刻化した夏の水不足にいらだちをつのらせている。間
エピ兄ケプテスが増える前，村の公職は，村内に仕事を持っていたかつ
ての有力者の家の出身者達によって占められていた。やがて彼らは村から
離れ今度はエピスケフ．テスとLて戻ってくるようになるが，その頃から計
15年間は，かつてのツェリガ旦の家の出身で自らも戦後牧畜で食べてきた
人物が村長を勤めてきた。しかし，彼も途中から牧畜を放棄してグレグェ
ナ町に家を持ち，村と町の聞を頻繁に往復する生活をするようになって
いった。そして， 90年には，かつての有力者の家の出身者で，戦後すぐか
らエピスケプテスとして村にやってきた人物が新しい村長に選ばれている。
一方，ドピの中核となっている牧畜関係者は，村の評議員となって自治組
織に実質的な影響力を及ぼしている。
さて，戦後のシロゴ旦は，避暑村化の中ェピスケプテスによってつくら
れている。その結成で中心的な役割を果たしたのは，いずれも戦前のγロ
ゴ旦で活躍した家の出身者で，とりわけ女性のシロゴスは，かつての女性
γロコス結成者の息子で若者γロゴ兄の結成者であった人物の妻の主導権
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でつくられた。教師や医師など高学歴者達は全般にシロゴスに高い関心を
示しているが，その中でも結成者と緊密な連絡をとりながらシロゴスの運
営に直接かかわっているのは，その多くがかつての有力者の家の出身者達
である。
2つのVロゴスのうち，最初にできた方は，とりわけ女性会員のほとん
どが女性シロゴスに移ってしまった82年以降，存在感が急速に薄れてし
まった。今でも会費や寄付という形でシロゴスに参加する者は結構いる
が，みずから積極的に活動に参加しているのは，結成当時から中心的な役
割を果たしていた10人前後にすぎず，ドピの関心も低い。それに対L女性
シロゴ、スの方は，支持者や関心を抱いている人々の幅が広く，様々な娯楽
の場のみならず，総会といった場にも結構ドピが顔を出している。
シロゴスは，いずれもエピスケプテスを支持基盤としているが，すでに
述ベたエピスケプテスとドピの聞の対立に直接かかわって，エピスケプテ
見の利害を代弁するといったことは避けている。村の自治組織やγロゴス
同士の聞にはいろいろと反目もあるが，しばしば共同で出費をして事業を
おこなっており，とりわけ夏の水不足解消のため新たな水源を確保する工
事では， 3者が積極的な協力体制を組んでいた。
デ，.マ，タ., 
きて，人々はカロユ人の聞に lie<oiμ町〔身内）とぷν0（ 〔よそ者）聞と
いう区別を設けてきた。前者は，父方，母方のいずれかを通してカロニ村
出身者と認められる者で，村に実際住んでいるか否かは関われない。それ
に対Lクセニは，カロニ村以外の出身者で，ディキ・ －＜:Aと結婚した者は
カロニ人として扱われるものの，その身分は一生クセニのままである。
ディキ・ 7λと婚姻関係をもたずに村に住んでいるクセニは，カロニ人と
も認められないのが普通だが，それでも 2代3代と住み続けると，その
問，ディキ・マ旦と一度も婚姻関係がなくてもディキ・ －＜:Aのカロニ人と
みなされてきた。戦前まで，カロニ村は村内婚率が非常に高かったため，
クセニのカロニ人が全体に占める割合はきわめて小さく，カロニ人とディ
キ・マスはほとんど同意語扱いであった。ところが，戦後に入ってクセニ
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との婚姻が大多数を占めるようになり，この状況が大きく変化，両者の聞
に緊張関係が生じるようになる。醐
戦後にできた2つのシロゴス，とりわけ女性のシロゴスはこの点で重要
な役割を果たしている。最初にできたシロゴ九は，カロニ人をディキ・マ
スとその配偶者とL，いわば昔からの規定にのっとってクセニを位置づけ
た。ところが， Vロゴスで活躍していたメンバーの妻のほとんどがクセユ
であり，彼女達は何かというとクセニとして付け足し的な扱いを受けるこ
とに不満をつのらせていった。そうして，ついにそこから分かれるように
して女性のV ロゴZを結成する。彼女達は，会員の資格者をカロニ村にか
かわるすべての女性とL，デ、ィキ・.，，，；えとクセニの区別を越え，カロニ村
を愛する人すべてをカロニ入としようと主張し始めた。そして村の民俗に
注目し，酬それを共有することによって新しいカロニ人のアイデyティ
ティーの拠り所にしようと考えている。しかし，この方針がすべてのカロ
ニ人の支持を得ているとは言いがたい。この間題をめぐって，ディキ・マ
スとクセニの聞の緊張をいっきに高めたトラブルを次に紹介する。
このトラブノレで中心になっているのは，女性シロゴ見のナンバー2の妹
である。彼女自身も，すでに亡くなっている夫もカロニ出身者ではない
が，村が気に入って家を建て毎年長期にわたって滞在，またシロゴスにも
積極的に参加している。シロゴスは，彼女をカロニ人として扱い役職にも
つかせていたが，多くのカロニ人にとって，ディキ・マスの妻でもないの
に彼女をカロニ人とするのは抵抗感があった。加えて彼女が未亡人らしか
らぬ派手な服や行動をとっているのが災いした。間人々の不満の矛先は，
Vロゴスではなく彼女個人に向けられ，悪い埋まが流されたり家の一部が壊
されるなどのいやがらせが，ここ数年ひどくなっている。それに対L，γ
ロゴスは総会のたびに彼女をカロニ人とすることを確認しているが， 88年
には，創立以来変更のなかったクセニ主体の首脳陣を引退させ，ディキ・
マスの若い世代を表に立たせることによって妥協をはかっている。
クセニとの対比の中で，ディキ・マスは互いに本当のカロニ人 （r幼σ＇°＇
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KaUovtwτε＜：） という 体感を抱いているが，も左もとディキ・＂＇＂＇同士
を強〈結び付けていた，村での生活体験の共有が希薄になっている今日，
クセニのようなディキ・ "7；えが増加しているという認識が人々の問に強く
なっている。女性のシロゴスのやることを「クセニのくせに」 （TtKiwoυν 
Ol ~·νε，；）と非難している者が，いつ他のディキ・マスから「クセニみた
いな」（σανぷνo＜） といわれるかわからない，というのが現状である。さら
に最近は，母親を通してのみカロニ村のディキ・マスとされている者闘
が，若い世代を中心に，カロニ村よりも父親の出身村のほうに強いアイデ
ンティティーを持つ傾向が認められる。今後，クセニの父親をもっ子供が
ますます増加することが予想され，それとともにディキ・マスの概念も大
きく変わっていくかもしれない。
戦前，アメリカニを主体としたγロゴスがめざしたのは，「進歩的で町
風」な村であり，その基準からみて「後進的J(Ka8uστερ抑止να）とされた牧
畜関係者との聞に対立を生み出していた。戦後は，エピスケプテスと牧畜
関係者を中心とするドピとの聞の関係に，この対立が反映されている。さ
らに，他村との対比が問題になると，アメリカニやエピ只ケプテスの村の
理想がカロニ全体を代表L，牧畜関係者やドピにとっての村は，周辺の
「劣った」村々のイメージと重ねられている。
だが，この対立関係は避暑村化の中で弱まっており，今日ではカロニ人
の7イデYティティーを根本から揺さぶるようなディキ・マスとクセニの
対立が大きくなっている。こうして，かつてあったディキ・マス＝カロニ
人，クセニ＝他村人という構図がもはや成立しなくなってしまったL，さ
らには，ディキ・マスの概念そのものも解体し始めている，というのが，
現在カロニ村の置かれている状況といえよう。
今回，筆者の能力不足から触れなかったが， Vロゴスの活動が中央政府
レベノレでの政治変化や，全国的な思想日量動などと強い結びつきをもって展
開してきた点に関して，今後深く掘り下げていく必要があるだろう。
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The,,aloniki, 197日， Fρηroρioυ，E.,laroρiaτoυ Xwρwu Kai.Aoν古τ－rρεFενゐν
(1950年に手記の一部をタイプにしたもの）， L＂λλoro~ Fυνα＇＂φν Kaλλoνfr;, 1987 
（新聞〕，近隣町村々に関しては， T''ouゆαg’z, To d主，.φoBoio＜，’ The,,alomki’ 
1977’n占ρ，，官’ B’Moρ6品zτoχωρE占’ μoυ’Thessal叩’ki’1979,n町 αν侃κ占λaoc’
φ’IστoρiατOUKρ＇＂νwυ，Thessaloniki, 1959を特に参照した。なおE章E章白主要
内容は， 19世紀末頃村にあった約100戸中39戸について，その後の展開過程について
集めた資料に基づいている。
。日大規模経営を行っている牧畜関係者へり敬称
仰 このあたり白石工村では，コンスタンチノープルで働いていた石工が非常に多く，
村によっては現地に同業者組合をもつほどだった．彼らは，村町中ではコンスタ γ
チノープル人（日oAiτ官）と呼ばれるカテゴリーを形成していたが，カロニ村の場合
は数が少なしそこまでには至らなかった．
0$ こりような仕事にもっぱらついていたギフトスと呼ばれる人々は，カロニ村だけで
な〈酉マケドニアやエピルス地方を中心に多く散らばっており，しばしば差別を受
けてきた．
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自由自＃νε＇°白名で知られるギリシャ町コ ヒー店は酒も置いてあり，今でも原則とし
て男達だけD社交場である．カロエ村にコーヒー店ができた唱はこの時期で，戦前
まで広場に2つの店があった。今日ではよろず屋を兼ねた店がlつ残っているだけ
である．
帥 このあたりでは，貧しい家でも小麦粉だけで作ったパンを普段ロにしていた．それ
に対L小麦C産地では，小麦白パンを賛沢品とL，トウモロコシ粉入りのパンを経
済的で栄養面でも優れているとしている。 AoυKOKOυAOC!J., A＜τWA＜即 io，吋gει
LK印品目ETρoφa;, !J.wi.占問， Athen,,1984 (1,t.ed. 1925), p I町
ω当時トラキア地方は，共産主義系白農民運動や労働者運動が非常に盛んであった。
Vermeulen, H，“Conflict and pea,.nt prote't in the h"tory of a Macedoman 
village, 1900-1936ヘE幻OεωρησηK0<νων＂＇νEρευνων，numero'P1cial, 1981, 
pp.93 103 
ω同じような対立が近くの村でも報告されている。 Zυ阿叫す6吋 E≪叩，.；，，
“日ρ＇＂°ε町“占Eνω何日υρσor<αν，”，Aρμoi.b<.10, 1980, pp.66-67. 
ω ヵロユ村では，内戦中かなり町村人が共産党軍に入りゲりラ活動を行っていた．そ
の多くは終戦直前ソ連ぞ東欧諸国に逃げ込んだが，政情の変化により70年頃から
次々とギリシャに戻り始めている．村で夏を過ごす者も増えているが，彼らと他の
村人とD聞には，内戦中の苦い記憶が清算されずに残っており，また生活習慣四逮
い等もあって深い蒋が存在Lている。
ω 日間吋wrioυ，k，“HEλλ別問問問問w吋 Z回定＜a",Nati°＇回tHerald no.29, 1967.彼
はこり記事でアメリカ在住のカロニ人に村り窮状を訴え，アメリカのシロゴス活動
町再開を呼びかけている．
仰筆者が調査していた3年四聞に，老夫婦だけでやっていた牧畜関係者自家3戸は引
退したり，その準備を始めていた。
仰村会は，村に人が一番いる7月下骨から8月上旬町適当な日に広場で閲かれ，登録
縛に記唱してあるか否かは問わず誰でも参加し発言できる場となっている。しか
し，当人も配偶者もカロニ出身者ではないよそ者にたいしては，村会の開催日に関
する情報が積極的には流きれないようである。
的村は，上と下町Zつり居住区（μαχαi.a＜） に分かれているが，ホは下の居住区白部
にしか行き渡らず，牧畜関係者。住んでいる上白居住区は， E中ほとんど水りない
生活を強いられている．戦前まで村では，謝肉祭の最後の日に上下それぞれ白居住
区で子供達がかがり火を喪いて互いの美しさを競い合う行事が行われていたが，今
日目水不足は，上と下回居住区聞の対立のかたちでしばしば表現されている．
仰 これら町言葉は使われる文脈によって意味が異なり，親族と非親族を表すこともあ
れば，ギリシャ人と外国人を意味することもある。この点について詳し〈は，
Herzfeld, M., The Poetics of Manhood, Princeton Univers江町 Press, Princeton, 
l日85.
側 カロニ村では，登録簿を始め婚姻や出産，死亡届け等申書類がすべて内戦中に撚さ
れてしまったため包括的な統計資料を扱う上で困難があるが，通婚園田資料として
104 
は主にインタピューに基づいて計359例を集めることができた．そり内訳としては，
1900年頃から1940年代までの174例中村内で配偶者を得たりは111例，村外に婚出し
たもり28例，村外から配偶者を得たもの35例（内5例が入婿〉となっている． 方
1950年から1田9年までり185例をみると，村内婚はわずか16例で，残りり169例では
配偶者を村外カ込ら得ている。
自由 女性シロゴスが最初に手がけた大仕事は校舎を博物館にしたことで，古い衣装や手
芸品，台所用品等が主要な展示品となっている．また，伝統貴を持ち寄って共食と踊
りを楽しむイベントでは，各家で嫁と姑，娘と母が協力しあいながら昔から祭りに
択かせない様々なパイや，とりわけ出産後乳白出をよくするとされるパン昭一種が
作られる．シロゴスはまた，こ白イベント四ために民族衣装を揃え少女遣に伝統的
な踊りを教えることもしている．カロニ村では，戦前まで気回合った者同土で互い
の家を回り手芸などをしながら40)夜を過ごす習慣があったが，それに則る形でシ
ロゴスの主要メンバーの家を開放し村町女性達全員を招待するといったことも行わ
れている。
ωギリシャ正教では，未亡人に対L最低3年間，黒い服を身につけて喪に服すことを
求めているが，村を中心に，未亡人は再婚するまで一生黒をまとい，派手な行為を慎
むべきという考えが今でも非常に強い．
ω このあたりでは，女性は，原則として親白家を継ぐ権利を持たず，結婚時に衣服など
。持容財（πρoi<α）を受け取って夫の家に入った．娘しかいないといった状況では，
入り婿（εσゐraµ~ρo＜） を迎えたが，そり場合，男性はディキ マスだろうがクセニだ
ろうが，妻四家以外には自分の家を持たなかった。ところが，戦後，女性にも家財を
分ける法律が村にまて程透L.~ ＜白男性が，自分自家を出身村に持ちつつカロニ
村田妻。家で夏を過ごすようになっている．
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SOLIDARITY AND DIVISION OF‘VILLAGERS’CREATED BY 
LOCAL CHAUVINISM; HISTORY OF REGIONAL ACTIVITIES 
OF “SILLOGOS”IN A GREEK MOUNTAIN VILLAGE 
《Summary》
Akiko Uchiyama 
In this essay, I mvest1gated the activities of six regional associations 
called “sillogos”which have been organized in a Greek mountain village 
Kallom for the past nmety years. Through the activities of“sillog。s"
some part of "Kalloniotes”（Kalloni people) have been trymg to improve 
the livin呂 condition。ftheir village based up。ntheir ideal image of 
Kalloni. However，“sillogos”has been met by mixed reactions, even 
serious object10ns, reflecting strong oppositions among Kallomotes and 
ambiguity of their local identity. Then how has the definition of 
Kallomotes changed? How has the category of Kalloniotes changed? 
Before the World War Il, three vocational categones existed among 
Kalloniotes: I) masons, 2) stock breeders, and 3) im1grants to U.S.A 
From the 70’s on, Kalloniotes began to be divided into another 
categories: “natives”， and “visitors”。 Besides these categories, 
Kalloniotes have been consisted of “our ownぺdirectdescendants of 
Kallom, and “strangers”， married to“our own” Today however, the 
number of “strangers” has increased, and mam members of The 
Women Association, who are almost al “strangersぺpromote to 
reconsider the dichotomy of “our own”and “strangers” 
